
JACET 第 11 回英語教育セミナー（埼玉、2023） 

テーマ：「新学習指導要領が目指す英語教育：大学では何ができるか」 

 

小学校から高等学校まで新学習指導要領が施行されてから本年度で 2 年目を迎える。平成 29 年

度に文部科学省は予測不可能な時代に一人一人が未来の創り手となるべく、「生きる力」の育成を

目指し社会に開かれた教育課程の実現を打ち立てた。令和を迎えてから、新型コロナウイルスの

拡大、その結果もたらされた急速な IT 化、多様化する社会の中で「生きる力」の育成の必要性が

以前にも増して重要となってきた。 

 2023 年 3 月 20 日・21 日に開催された第 4 回ジョイントセミナー（第 49 回サマーセミナー、

第 10 回英語教育セミナー）では「新学習指導要領後のもとでの英語教育：小・中・高・大の連携」

のテーマのもと、異校種間連携を試みたシンポジウム、発表を通して小・中・高・大の繋がりに

ついて考える機会を提供した。2024 年 3 月に開催予定の第 11 回英語教育セミナーのテーマは「新

学習指導要領が目指す英語教育：大学では何ができるか」という観点から大学における英語教育

について考える。学習指導要領がどのように変わったのか、特に高等学校の英語教育がどのよう

に変わったのか（または変わっていないのか）、近い将来大学に入学する高校生は英語の授業で何

を学んできているのか、入学者の英語力について等、大学教員が学生指導にあたり理解する必要

があるだろう。その理解をもとに、大学ができることを考え、また大学入試の見直しも必要にな

ってくる。本セミナーでは講師の先生方から高校の新学習指導要領、英語の検定教科書等につい

て学ぶ機会を提供する。 

 

Time Events 

10:00- 開会挨拶/趣旨説明 

10:15-11:15 講演 1 津久井貴之先生（群馬大学） 

11:15-11:45 リフレクティブデイスカッション 1 

11:45-13:00 昼休憩 

13:00-13:30 賛助会員によるプレゼンテーション 

13:30-14:00 賛助会員による展示 

14:00-14:30 ポスターセッション 

14:30-14:45 休憩時間 

14:45-15:45 講演 2 卯城祐司先生（筑波大学） 

15:45-16:15 リフレクティブデイスカッション 2 

16:15-16:30 全体のまとめ 

16:30 – 17:00 閉会式（参加証授与） 

＊ 講演タイトル、アブストラクト等は 12 月中に第 11 回英語教育セミナーウェブサイトにアッ

プロードされます。 

＊ ポスターセッションの応募要領は同ウェブサイトにて 11 月に公表され、12 月に応募開始と

なります。 

 

  



記 

 

日程：2024 年 3 月 23 日（土）10:00-17:00 

会場：文教大学越谷キャンパス（埼玉県越谷市南荻島 3337） 

北越谷駅（東武スカイツリーライン、東京メトロ日比谷線・半蔵門線、東急田園都市線（直

通乗り入れ））西口下車徒歩約 10 分 

※北越谷駅には準急、区間準急、普通が停車します。（快速・区間快速、急行・区間急行は

停まりません） 

アクセス：https://www.bunkyo.ac.jp/access/koshigaya/ 

 

一般社団法人大学英語教育学会ウェブサイト： 

https://www.jacet.org/ 

 

第 11 回英語教育セミナーウェブサイト： 

https://www.jacet.org/news/english-education-seminar/2023-2/ 

 

 

参加費（いずれも参加者を含む）： 

学会・会員ステータス 参加費 

JACET 会員 5,000 円 

学生会員 1,000 円 

全国英語教育学会 全国の会員 5,000 円 

各地区学会のみの会員 5,000 円 

いずれの学会も非会員 7,000 円 

いずれの学会も非会員（学部生・大学院生等） 1,000 円 

 

＊ 参加申込サイトは 2024 年 1 月に同ウェブサイトから申込み可能となります。 

 

問い合わせ先：JACET 第 1 号事業委員会（セミナー） 

seminar@jacet.org 

 

以上 
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